
今
春
の

前
期
入
試

５
４
％
（
２
万
５
千
人
）

不
合
格

大
阪
府
で
は
前
期
（
２
月
）
、

後
期
（
３
月
）
入
試
が
２
０

０
３
年
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
春
の
最
高
倍
率
は
８
・

18
倍
、
前
期
の
平
均
倍
率
は

２
・
18
倍
に
の
ぼ
り
、
２
万

５
千
人
以
上
が
不
合
格
に
な

り
ま
し
た
。

受
験
生
へ
の
負
担
や｢

不

合
格｣

と
い
う
挫
折
感
、
在

校
生
へ
の
学
習
指
導
へ
の
影

響
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
多
数

の
改
善
を
求
め
る
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

【
改
善
点
】

入
試
日
程

３
月
に

原
則
一
本
化

現
在
の
前
期
・
後
期
の
複

数
回
入
試
を
、
原
則
後
期

（
３
月
）
に
一
本
化
し
、

「
技
能
や
意
欲
を
重
視
す
る
」

一
部
の
学
科
（
総
定
員
の
３

％
程
度
の
見
込
み
）
で
の
み
、

現
在
の
「
前
期
」
と
ほ
ぼ
同

時
期
の
「
特
別
選
抜
」
を
実

施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

大
教
組
、
泉
北
教
組
は
、

当
初
か
ら
「
２
回
入
試
は
多

く
の
中
学
生
に
『
不
合
格
』

の
烙
印
を
押
し
、
入
試
業
務

の
増
大
に
よ
り
教
職
員
の
負

担
を
さ
ら
に
過
重
に
す
る
、

誰
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の

な
い
制
度
」
と
批
判
し
、
父

母
・
府
民
と
と
も
に
入
試
の

早
期
一
本
化
を
求
め
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
「
方
針(
案
）
」

は
、
遅
き
に
失
し
た
と
は
い

え
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
評

価
で
き
る
も
の
で
す
。

【問
題
点
】

客
観
性
・公
平
性
に

重
大
な
懸
念

◆

「
自

己
申

告
書

」

「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ

リ
シ
ー
」
導
入

「
方
針(

案)

」
は
、
基
本

理
念
の
一
つ
に
「
高
校
が
自

校
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ

シ
ー(

求
め
る
生
徒
像
）
に

適
う
生
徒
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
」
を
掲
げ
、
新

た
に
全
受
検
生
に
「
自
己
申

告
書
」
を
提
出
さ
せ
、
中
学

調
査
書
に
詳
細
な
「
活
動
／

行
動
の
記
録
」
欄
を
設
け
、

選
抜
資
料
に
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

そ
も
そ
も
、
子
ど
も
た
ち

の
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
べ

き
公
立
学
校
が
「
求
め
る
生

徒
像
」
で
選
抜
を
行
う
な
ど

は
き
わ
め
て
不
適
切
で
す
。

し
か
も
「
自
己
申
告
書
」

と
「
活
動
／
行
動
の
記
録
」

は
ど
ち
ら
も
客
観
的
な
評
価

は
困
難
で
あ
り
、
入
試
の
客

観
性
・
公
平
性
を
損
な
い
ま

す
。
中
学
、
高
校
の
教
職
員

の
新
た
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
６
年
度
か

ら
中
学
調
査
書
の
評
定
を

「
絶
対
評
価
」
に
す
る
と
し
、

経
過
措
置
を
設
け
て
中
学
１

年
・
２

年
の
評
定
も
選
抜

に
用
い
ま
す
。
こ
れ
は
入
試

の
「
前
倒
し
」
で
あ
り
、
中

学
校
教
育
に
重
大
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

◆
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

ス
ク
ー
ル
の
問
題

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
ス
ク
ー

ル
の
入
試
が
「
特
別
選
抜

（

前
期
）
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
こ
と
は
、
「
学
び
直

し
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
」
と
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な

い
も
の
で
す
。
選
抜
方
法
は
、

学
力
検
査
の
成
績
が
一
定
の

基
準
に
達
し
た
受
検
生
の
中

か
ら
、
自
己
申
告
書
・
「
活

動
／
行
動
の
記
録
」
・
「
面

接
」
の
三
つ
の
資
料
の
み
で

「
募
集
人
員
の
５
０
％
を
上

限
と
し
て
合
格
」
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
恣
意
的
な
判

断
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

◆
複
数
学
科
併
置
校
で
の

複
数
学
科
志
望

「
第
１
志
望
の
受
検
生
よ

り
総
合
点
が
高
い
第
２
志
望

の
受
検
生
を
上
位
者
と
見
る
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
よ
っ
て
「
普
通
科
は
文
理

科
の
滑
り
止
め
」
な
ど
の
状

況
が
生
ま
れ
か
ね
ず
、
学
校

内
で
の
学
科
序
列
が
歴
然
と

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

子どもたちのために、最善の教育条件を確保しよう！ 泉北教組への加入をうったえます。
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府
教
委
は
、
府
立
高
校
の
入
試
制
度
を
改
め
、
こ

れ
ま
で
の
前
期（
２
月
）、
後
期（
３
月
）の
２
回
実
施

か
ら
、
２
０
１
６
年
以
降
原
則
と
し
て
１
回（
３
月
）

に
戻
す
「方
針（
案
）」を
発
表
し
ま
し
た
。

【
今
後
各
方
面
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、
１
１
月
に
最

終
決
定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
】

府立高校入試

よりよい制度 引続き要求

２回入試の見直しは当然です。
それは改善を求めた父母・府民
や教職員の取組みの成果です。
しかし、問題の多いボーダー
ゾーンを維持し、自己申告書と
調査書の内容で入試総合点の順
位にかかわらず優先的に合格さ
せることができたり、調査書の
対象を中学１年に拡大するなど、
いっそうの受験競争激化をもた
らすものです。
自己申告書の書き方などで塾
産業等の参入と新たな｢教育格差｣
を招く重大な問題も含んでいま
す。
【大阪教職員組合 教文部長 談話】


